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2024年度早稲田大学大学院教育学研究科

博土後期課程

［小論文］

国費外国人留学生入学試験問題

【教科教育学専攻（国語科）】

解答上の注意

1。 解答用紙の所定欄に、受験番号・氏名・研究指導名・指導教員名を必ず記入すること。

2. 解答用紙が複数枚配付された場合、ホッチキスははずさないこと。また、無解答の解答用紙でも提出すること。

3. 問題用紙は「 3枚」 （本ページ含む）、解答用紙は「 1枚」です。必ず枚数を確認すること。
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ー



二

0
二
四
年
度

次
の
文
は
、
揖
斐
高
著
『
江
戸
漢
詩
の
情
景
|
ー
風
雅
と
日
常
』

で
あ
る
。
こ
の
文
を
読
み
、
後
の
問
い
に
答
え
よ
。

（
岩
波
新
書
、
二

0
二
ニ
年
八
月
）

の
中
の
一
節

そ
の
詩
体
が
似

お
う
と
つ
か

石
川
丈
山
が
洛
北
一
乗
寺
村
に
凹
凸
業
を
開
い
て
隠
逸
生
活
を
始
め
た
の
は
、
十
九
歳
の
寛
永
十
八
年
（
一
六
四

-
)
春
の
こ
と
だ
っ
た
。
丈
山
は
そ
の
敷
地
内
に
方
九
尺
の
小
さ
な
建
物
を
営
み
、
中
国
の
三
十
六
人
の
詩
仙
の
図
像

と
詩
を
掲
げ
た
。
こ
れ
が
今
も
京
都
の
観
光
名
所
と
し
て
人
気
の
あ
る
詩
仙
堂
の
始
ま
り
で
あ
る
。
豊
臣
秀
吉
の
甥
で

ち

ょ

う

し

よ

う

し

り

よ

う

ぜ

ん

歌
人
の
木
下
長
囃
子
が
、
そ
の
頃
す
で
に
京
都
東
山
霊
山
の
山
荘
に
三
十
六
歌
仙
を
祀
る
歌
仙
堂
を
建
て
て
お

り
、
お
そ
ら
く
丈
山
は
そ
れ
を
意
識
し
て
詩
仙
堂
の
建
設
を
思
い
立
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
こ
で
詩
仙
三
十
六
人
に
誰
を
選
ぶ
か
を
思
案
し
た
丈
山
は
、
寛
永
十
九
年
春
、
そ
の
初
案
を
林
羅
山
に
送
っ
て
意

見
を
求
め
た
（
『
羅
山
先
生
文
集
』
巻
七
「
石
川
丈
山
に
示
す
」
第
三
書
）
。
当
時
、
羅
山
は
三
代
将
軍
徳
川
家
光
に
仕
え
て
江

戸
に
住
ん
で
い
た
が
、
羅
山
と
丈
山
と
は
天
正
十
一
年
(
-
五
八
三
）
生
ま
れ
の
同
い
年
で
、
古
く
か
ら
の
友
人
同
士

だ
っ
た
。
住
む
所
は
離
れ
て
い
て
も
書
簡
の
や
り
取
り
は
し
て
お
り
、
書
簡
を
介
し
て
二
人
は
詩
を
唱
和
し
た
り
、
羅

山
が
丈
山
の
詩
を
批
評
し
た
り
す
る
よ
う
な
仲
で
あ
っ
た
（
『
羅
山
先
生
文
集
』
巻
六
「
石
川
丈
山
に
示
す
」
第
十
八
書
、
『
新

編
覆
臨
続
集
』
巻
十
「
林
羅
山
に
与
ふ
」
第
三
書
）
。

羅
山
に
伝
え
た
丈
山
の
詩
仙
選
定
案
は
、
そ
の
ま
ま
の
形
で
は
残
っ
て
な
い
。
た
だ
、
そ
れ
へ
の
返
簡
と
思
わ
れ
る

「
石
川
丈
山
に
示
す
」
第
三
書
の
羅
山
の
文
章
か
ら
す
る
と
、
三
十
六
人
の
詩
仙
の
名
前
は
左
右
で
対
偶
す
る
形
を
取

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
一
部
に
つ
い
て
丈
山
は
迷
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
何
人
か
の
候
補
を
挙
げ
て
羅
山
の
意
見
を

徴
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。

丈
山
案
の
か
な
り
の
部
分
に
つ
い
て
羅
山
は
賛
意
を
示
し
た
が
、
一
部
に
つ
い
て
は
削
除
を
進
言
し
た
り
、
別
の
詩

人
の
追
加
を
提
案
し
た
り
も
し
た
。
「
石
川
丈
山
に
示
す
」
第
三
書
に
お
い
て
羅
山
が
示
し
た
補
正
案
の
概
要
は
、
箇

条
書
き
風
に
す
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

(

1

)

あ
な
た
は
陶
潜
と
謝
霊
運
を
対
に
し
て
配
置
し
て
い
る
が
、
両
者
は
詩
の
優
劣
も
人
品
も
甚
だ
異
な
っ
て

い
る
の
で
、
蘇
武
と
陶
潜
を
対
に
し
、
飽
照
と
謝
霊
運
を
対
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
。
謝
霊
運
を
入
れ
る
な
ら

ば
謝
眺
を
入
れ
る
必
要
は
な
い
。
も
し
謝
眺
を
入
れ
る
な
ら
ば
、
謝
恵
連
を
入
れ
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い

で
あ
ろ
う
。

(

2

)

沈
伶
期
と
宋
之
問
は
「
六
朝
の
流
麗
」
を
免
れ
な
い
詩
人
で
あ
り
、
沈
・
宋
の
佳
句
と
称
さ
れ
る
も
の
は

劉
希
夷
の
詩
句
に
拠
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
沈
佳
期
と
宋
之
問
は
は
除
く
べ
き
で
あ
り
、
も
し
こ
の
両
人
を

入
れ
る
な
ら
劉
希
夷
も
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

…
…
中
略
…
…

(

6

)

白
居
易
の
詩
は
俗
だ
と
評
さ
れ
て
い
る
の
で
、
白
居
易
を
入
れ
る
な
ら
ば
元
種
も
棄
て
が
た
い
と
迷
っ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
両
人
の
詩
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
人
間
性
に
お
い
て
、
白
居
易
は
「
通

達
」
で
あ
る
の
に
、
元
積
が
「
識
邪
」
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
白
居
易
は
入
れ
る
べ
き
だ
が
、
元
積
は

除
く
べ
き
で
あ
る
。
白
居
易
は
劉
萬
錫
と
対
に
す
べ
き
で
あ
る
。

(

7

)

慮
仝
を
李
賀
と
対
に
す
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
奇
奇
怪
怪
」
と
「
牛
鬼
邪
神
」
を
好
み
、

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

…
…
中
略
•
…
•
•

(

9

)

魏
野
と
林
浦
を
対
に
し
て
入
れ
た
い
と
考
え
、
梅
莞
臣
に
は
対
に
な
る
詩
人
が
い
な
い
の
を
悩
ん
で
い
る

よ
う
だ
が
、
魏
野
は
「
真
隠
」
で
は
な
い
の
で
林
通
の
対
に
す
べ
き
で
は
な
く
、
林
浦
の
対
に
は
「
儒
中
の

韻
士
」
で
あ
る
部
薙
を
配
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
梅
党
臣
の
対
に
は
蘇
舜
欽
を
置
く
べ
き
で
あ
る
。

(

1

0

)

欧
陽
脩
を
取
ら
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
欧
陽
脩
は
蘇
麒
と
同
じ
で
文
名
が
詩
名

を
覆
っ
て
は
い
る
が
、
そ
の
詩
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
棄
て
る
べ
き
で
は
な
く
、
も
し
欧
陽
脩
を
除

く
な
ら
ば
蘇
試
も
除
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
蘇
試
を
入
れ
る
な
ら
欧
陽
脩
も
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

(

1

1

)

王
安
石
を
取
ら
な
い
と
い
う
の
は
ど
う
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
王
安
石
の
詩
は
欧
陽
脩
・
蘇
獄
以
上
で

あ
る
。
そ
れ
を
取
ら
な
い
と
い
う
の
は
、
安
石
の
人
間
性
が
「
殿
町
鯛
醐
」
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

科
目
名
小
論
文
国
語
科
内
容
学
（

内

山

）

早
稲
田
大
学
大
学
院
紐
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試
験
間

[
国
費
外
国
人
留
学
生
試
験
]

二、



二
0
二
四
年
度

早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
入
学
試

[
国
費
外
国
人
留
学
生
試
験
]

以
上

う
か
。
し
か
し
、
孔
子
は
「
君
子
は
人
を
以
て
言
を
廃
て
ず
」
と

王
安
石
を
入
れ
て
、
蘇
献
と
対
に
す
べ
き
で
あ
る
。

…
；
・
・
中
略
…
…

(

1

3

)

杜
甫
以
後
、
黄
庭
堅
・
陳
師
道
・
陳
与
義
は
「
詩
家
の
正
法
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
陳
師

道
と
黄
庭
堅
を
対
に
し
て
、
曽
幾
と
陳
与
義
を
対
に
し
て
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

…
・
・
・
中
略
…
…

三
十
六
人
の
詩
仙
を
め
ぐ
る
書
簡
の
応
酬
を
経
て
、
丈
山
は
次
の
よ
う
な
最
終
案
を
決
定
し
た
。

〔
問
一
〕
箇
条
書
き
の
(

1

1

)

で
は
、
王
安
石
の
詩
に
対
す
る
林
羅
山
の
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、

右
の
表
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
石
川
丈
山
は
林
羅
山
の
意
見
に
従
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
「
執

拗
暴
戻
」
に
他
な
ら
な
い
。
で
は
、
王
安
石
の
人
と
な
り
の
「
執
拗
暴
戻
」
と
は
、
具
体
的
に
は
ど

の
よ
う
な
事
柄
を
指
し
て
い
る
の
か
、
あ
な
た
の
知
る
と
こ
ろ
を
記
し
な
さ
い
。

〔
問
二
〕
引
用
し
た
(

1

)

S

(

1

3

)

計
八
つ
の
箇
条
書
き
の
う
ち
、

(

1

1

)

を
除
く
七
つ
の
中
か
ら
―
つ
を

選
び
、
そ
こ
で
採
り
上
げ
ら
れ
た
詩
人
に
つ
い
て
適
宜
内
容
を
補
い
な
が
ら
、
羅
山
の
説
が
妥
当
で

あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
論
じ
な
さ
い
。

〔
問
三
〕
右
の
表
に
列
記
さ
れ
た
1
8
組
の
中
、
二
組
を
選
び
、
詩
人
な
ら
び
に
そ
の
詩
風
に
つ
い
て
具
体
的

に
示
し
た
上
で
、
自
由
に
論
じ
な
さ
い
。

設

問

表

左 右

1 蘇武 陶潜

2 謝霊運 飽照

3 杜審言 陳子昂

4 李白 杜甫

5 王維 孟浩然

6 高適 苓参

7 儲光毅 王昌齢
‘* 

8 茸応物 劉長卿， 韓愈 柳宗元

10 劉萬錫 白居易

11 李賀 慮仝

12 杜牧 李商隠

13 寒山 霊徹

14 林浦 部宛

15 梅勢臣 蘇舜欽

16 欧陽脩 蘇賦

17 黄庭堅 陳師道

18 陳与義 曽幾

科
目
名
小
論
文
国
語
科
内
容
学
（

内

山

）

れ
た
。
詩
仙
を
選
ぶ
と
い
う
な
ら
、

題

之 名：
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研究指導

教員名（ ） 

受験番号

氏名

科
目
名
l
J
論
文
【
国
語
科
内
容
学
（
内
山
）
】

二
0
二
四
年
度
早
稲
田
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科

博
士
後
期
課
程

入
学
試
験
解
答
用
紙

国
費
留
学
生

大学記入欄
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↓
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ま
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↑
裏
面
を
使
用
す
る
場
合
こ

ー

・
 

こ
か
ら
記
入
す
る
こ
と
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